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＜連絡事項＞

・本日から、日誌職員欄4列目
　「コメディカル・その他」に変更となります。
・退院支援委員会会議録記載を来週の月曜日11/23(月)までにお願いします
＜患者様連絡事項＞
・松谷　とし子様～ヒアルロン酸Ｎａ点眼液　5ｍｌ2本臨時で継続処方。
＜要注目患者様＞
・岡沼　和久様～夜間、ホールや自室で過ごし、22：00に就床前薬服用後、23：30寝息が
聞かれていた。0：35頃から覚醒を繰り返し、1：00不眠時ゾルビデム（5）
1T服薬後訪室毎に体動見られ2：30「眠れない」と、溜息を付きながらホールへ来られソファコーナーで横臥し、そのまま寝入っているがすぐ開眼され、さくら病院で服用していた内容の薬事情報持参し、「こっちに来てからの方が眠剤は多いのに、どうして眠れなくなったんだろう」と相談。服用内容を照らし合わせ、処方を変更してもらいたいと訴えるため、主治医の診察に相談する様説明に「相談して良いが聞きたかったから、スタッフが言うなら相談してみます」と答え不眠で過ごす。今日のOTは「頭がボーっとして具合い悪いと言い臥床されているが、「眠れなかった」と言い自室で過ごしています。
・中村　寿昭様～夜間和室で過ごすが適度に他者交流見られ夜間の睡眠はとれています。
　　　　　　　　4：30起床後、表情の硬さ見られるがスタッフへ身体面や同室者に関した
不満や訴えは聞かれず過ごしています。午前のOT終了後、気分や体調の問いに「昨日は眠れたけど。まだ、今後の事を気にして同室者の行動を気になってくると身体の震えや怒りがこみあげて来るような。何かエクソシストに似ているきがすると答えているが切迫した様子は見られず過ごしています。
・井上　和美様～昨日の準夜帯では、22：05イライラ感を訴えるが「もう二度と飲まないすけ、今日で終わりにする」と言い頓服を希望していた。調子が悪い時は無理せず飲んでも大丈夫ですよと説明に「飲めば頭がスカッとして眠れるんだ。」と言いイライラ・神経痛時）ジアゼパム１Ｔ服薬後、良眠されています。午前の活動に参加後ホールで過ごされています。イライラ感の訴えないも「内服薬が効果あったのは症状があったからだ」と話されています。
滝田　英人様～昨日の準夜では、20：45就床前薬服薬に来られ飲まれた後、独語・空笑なく休まれています。6：30起床されていた。朝食時、レストランに行くが8：10と早めに戻り、他スタッフによると牛乳のみ摂取し自室に戻るが20分経っても服薬に来られずホールに来るもコップを持参されておらず椅子に座って独語し服薬の声掛けすると、自室に戻るが、ベッド上に座っている為、再度声掛けすると、「ちょっと、待ってくれ。」と言いその後、ロッカーからアノラックを出してベッド上に放置し座っている状況が続く事から再々服薬の声掛けで服用する。食事を摂らなかった事について理由を問うと「分からん。」と、体調についても「分からん。」と答える。11：00血圧測定後、77/46mmHg、脈拍64回/分。やや顔色不良気味。自身からも身体がふらつくと話すため、ホールでの摂取を勧めるが頑なに拒否されレストランに移動し全量摂取しています。今後も、食事摂取状況の確認と身体面を観察していきます。
＜田名部Dr診察＞
・岡沼　和久様～イライラは強く、寝ていても足音とかが幻聴みたいに聞こえて眠れないと話す。自宅に帰っても近所の人に会うと自分の事どう思ってるんだろう？とか幻聴の様なものが聴こえて家から出る気がしないと。作業でも塗り絵をやっててなにになる？早く社会復帰したいのにと考えてしまうとのこと。足のムズムズと腰痛は継続している。また、食欲わかないとのことで夕食もパンへ変更希望あり。またさくら病院に居た時の薬事情報を持ってきており、先生に処方の変更依頼をされている。
処方は下記の通り変更となり、４日分処方あり。
夕食後リボトリール1ｍｇ→0.5ｍｇ、ジアゼパム、クエチアピン追加、ロゼレムｏｆｆ
就床前薬ブロチゾラムｏｆｆ、クエチアピン50ｍｇ→25ｍｇ、ジアゼパム、トラゾドン塩酸塩、レボトミン追加
朝・夕食後ビペリデン塩酸塩追加
疼痛についてはロキソニン→カロナールへ変更、毎食後から１日２回へ変更し7日分処方となる。
・畑中　成夫様～Ｎ・Ｔさんが怖いと小声で話している。主治医より関わらないようにすれば大丈夫と言われ、はいと答えている。ＯＴでは原稿を書くのが自信なくなってきた、いきなり場面が変わってしまっているから、と話している。また、アパートへ冬物を取りに行きたいと取ってきたい物を具体的に話している。
・蕨　真理様～ロッカーの鍵管理が昨日から自己管理になったことを主治医から問われると、問題ないですと答えている。協調はできているか聞かると、できています、なんとかやっていますと答えている。終始目線合わせず答えている。
・高橋　義明様～準夜帯から深夜帯にかけて唸り声やスタッフの介入に対し、拒否的な発言聞かれている事情報提供する。主治医の質問には「はい」と短く返答されている。痛いところを聞かれると首と答えている。幻聴については減ってきているとのこと。臨時薬はレキサルティ→アリピプラゾールへ変更、他同内容で７日分処方となる。
・高橋　伸治様～ＯＴのロジックは何マスやっていると聞かれ、「24マスやってます」と笑顔で答えている。苛々や幻聴について聞かれると「ないです」と短く返答されている。
・尾嵜　マリ子様～夜間の睡眠については「ねむれてないけど…でもいいよ。」と話されている。日中寝ているか聞かれると「横になっているけど寝てはないよ」と話されている。疼痛について聞かれると歩くのに調子悪いと話されている。退院はないの？と気にされ、先生からの説明に納得されている。臨時薬同内容で７日分処方となる。
・杉澤　恵子様～「これ常にかぶってるようにしてます」とヘッドギアを指してはなしている。本日途中でＯＴから帰ってきたことについて聞かれると「今日行きたくなかった。いったけど、怒って帰ってきたんです。」と振り返っている。スタッフに買ってきてもらった髪飾りを指し、「これかってきてもらったんです」と笑顔で話している。
・中村　寿昭様～特定の声におびえてしまい、身体が強張ってしまって叫びたくなるんです。イヤホンしても耳栓しても体に響いてきて…。それによってストレスがやばくて。父親の声に似てる周波数だから…。と主治医へ訴えている。１人になれる空間がほしい様子。足について聞かれると、硬くなってきている、しびれもありますと答えている。薬剤調整すると説明受け、「ありがとうございます」と話されている。
臨時薬はジアゼパム→アルプラゾラムへ変更、メコバラミン飲み切り止め、他同内容で７日分処方となる。
・飯豊　信雄様～主治医からの質問には短く返答されている。不調や幻聴については、ないですと答えている。
・高田　マキ様～発語不明瞭でやや聞き取りにくさあるが、いつも行っている美容院へ行きたいと話されている。主治医より母親と一緒ならいいですよ、と言われ確認してみますと話している。話を切り上げる事できずにいる。
臨時薬は同内容で７日分処方となる。
＜ＳＳＴミーテイング＞

ウオーミングアップ・短期目標の振り返り、
乾燥機終了後掃除の仕方の振り返り
